
　平成 30 年６月 18 日に発生した大阪府北部を震源と
する地震（Ｍ６．１）では、倒壊したブロック塀などに
より小学生を含む２名の方が亡くなられる大変痛ましい
事故が発生しました。
　地震で倒壊したブロック塀は道路をふさぎ、被災者の
避難や救助活動を妨げるだけでなく、時には人命を脅か
す凶器となる可能性があります。
　たかがブロック塀などと安易に考えることなく、右記
の点検表を参考に『安全点検』を行ってください。

傾き・ひび割れなど
危険な箇所がないか
ご確認ください！

《 点 検 表☝ 》
□塀は高すぎていないか。
　・塀の高さは地盤から 2.2m以下か。
□塀の厚さは十分か。
　・塀の厚さは 10cm 以上か。（塀の高さが 
　　２m超 2.2m以下の場合は 15cm以上）
□控え壁があるか。（塀の高さが 1.2m 超の
　場合）
　・塀の長さが 3.4m以下ごとに、塀の高さ
　    の１/５以上突出した控え壁があるか。
□基礎があるか。
　・コンクリートの基礎があるか。
□塀は健全か。
　・塀に傾き、ひび割れがないか。
《専門家に相談しましょう！》
□塀に鉄筋は入っているか。
　・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横
　　とも80cm間隔以下で配筋されており、
　　縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋
　　は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
　・基礎の根入れ深さは 30cm 以上か。（塀
　　の高さが 1.2 ｍ超の場合安全点検の結果、危険性が確認された場合には、下記お問い

合わせ先までお知らせください。補助制度をご案内します。

新しい役場庁舎・中央公民館・図書館では、町産材を燃料としたバイオマスボイラーを活用し、
冬季間の空調熱源を確保しています。このたび、バイオマスボイラーのばい煙調査を実施しまし
たので、その結果をお知らせします。

　今回の調査では、バイオマスボイラー煙突から発生している、ばい煙についての調査を行いま
した。ばい煙とは、物の燃焼などに伴い発生する、ばいじん（いわゆるスス）、硫黄酸化物、有
害物質（カドミウムおよびその化合物、塩素および塩化水素、ふっ素、ふっ化水素およびふっ化
けい素、鉛およびその化合物、窒素酸化物）をいいます。

　ばい煙中のばいじんのほか、硫黄酸化物、窒素酸化物などについて調査を行いましたが、いず
れも関係法令で定める排出基準に適合しておりました。
　より親しみやすく、より快適になった新施設に皆さん、ぜひお越しください。

調 査 概 要

調 査 結 果
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　がけ崩れ、土石流、地すべりなどの危険から生命の安全を確保するため、災害危険区域などの区域内
にある既存不適格住宅などからの移転を行う方に町と県で補助金を交付します。

次の各号のいずれかに該当する区域に存する既存不適格住宅※
※「既存不適格住宅」とは、区域が指定された際に、その区域に存する住宅、または建築工事
　中であった住宅をいいます。
※次のような場合は原則として対象としません。
　　①住宅部分の床面積が延べ面積の１／２未満のもの
　　②企業などが所有している社宅、寮など

(1) 災害危険区域
　（急傾斜地崩壊危険区域および個別指定区域（地すべり、山崩れ、がけ崩れ）） 
(2) がけ地区域
　（以下の区域内の危険住宅で昭和 47 年 12 月以前に建築されたもの）

(3) 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

補助対象事業の内容 補助対象限度額

除却等費 危険住宅の除却などに要する経費を交付する
　　１戸あたり
　　　　　９７万５千円

建物助成費

危険住宅に代わる住宅の建設または購入（これ
に必要な土地の取得を含む。）に要する資金を
金融機関などから借入れた場合において、当該
借入金利子（年利率８．５%を限度とする。）に
相当する額の費用を交付する

　　１戸あたり
　　　　　　４２１万円

　　　　建物　　３２５万円
　　　　   土地　　　９６万円

　　　　　　※町内移転の場合

※移転を行う前年度に事前協議を行う必要があります。
※令和３年度に移転を行いたい場合、令和２年８月 14 日までに白鷹町建設水道課にご連   
　絡をお願いします。
※補助対象住宅の除却などや移転先住宅の建設または購入については、事業年度内に完了
　させる必要があります。
※建物助成費のみの補助はできません。
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